
肝細胞癌

レジメン番号 レジメン名称 薬品名 投与スケジュール 1コースの期間 制吐薬・前投薬 催吐リスク

Hep-09 Ramucirumab単独療法 ラムシルマブ 8 mg/kg d1 14日間 ジフェンヒドラミン塩酸塩 50mg 最小度

アテゾリズマブ 1200 mg/body d1 軽度

ベバシズマブ 15 mg/kg d1 最小度

Hep-11 Durvalumab療法 デュルバルマブ 1500 mg/body *1 d1 28日間 - 最小度

デュルバルマブ 1500 mg/body *1 d1

トレメリムマブ 300 mg/body *2（1コース目のみ） d1

ニボルマブ 80 mg/body d1

イピリムマブ 3 mg/kg d1

Nivolumab
+Ipilimumab療法②
（5コース目以降）

ニボルマブ 240 mg/body d1 14日間 - 最小度

*1 体重30kg以下の場合：20mg/kg

*2 体重30kg以下の場合：4mg/kg

-

Hep-13

最小度

最小度

-Hep-12
Durvalumab
+Tremelimumab療法

28日間

Nivolumab
+Ipilimumab療法①
（1-4コース）

21日間

-

投与量

Hep-10
Atezolizumab
+Bevacizumab療法

21日間
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